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「
地
域
活
性
の
第
一
歩
に
」 

 

昨
年
６
月
末
よ
り
『
伊
達
市
地
域
お
こ
し
支

援
員
』
と
し
て
、
大
石
地
区
を
担
当
し
て
い
る

樋
口
健
司
で
す
。 

 

大
石
は
歴
史
的
な
財
産
が
数
多
く
残
り
、
自

然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
代
々
伝
わ
っ
て
き

た
伝
統
も
残
り
、
様
々
な
行
事
や
活
動
を
し
て

い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
大
石
の
良
さ
や
、
他
の
方
部
や

集
落
の
こ
と
を
知
る
機
会
が
な
か
な
か
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
ん
で
い
く
中
、
大
石
地
区
と
し
て
の
ま

と
ま
り
の
必
要
性
も
感
じ
ま
す
。  

そ
こ
で
、
大
石
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
が

情
報
を
共
有
し
、
相
互
理
解
、
大
石
全
体
の

理
解
が
で
き
る
よ
う
な
取
組
み
と
し
て
、

「
大
石
地
区
の
新
聞
の
よ
う
な
も
の
」
を
考

え
て
み
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん
に
声
を
掛

け
、
有
志
の
方
々
に
よ
る
編
集
会
議
を
経
て
、

ま
ず
は
支
援
員
の
取
材
を
中
心
に
始
め
ま

し
た
。
追
々
、
皆
様
か
ら
の
記
事
や
投
稿
、

意
見
や
提
案
を
募
り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
も

の
に
仕
上
げ
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
地

元
の
こ
と
を
知
る
こ
と
で
、
何
か
が
生
ま
れ

て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

「
大
石
地
区
で
防
災
訓
練
」
○下 

 

６
月
３
日
、
下
大
石
の
三
ノ
輪
・
倉

波
・
宮
脇
・
西
舘
・
台
馬
越
を
対
象
に

し
た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

雨
で
土
砂
が
崩
れ
た
と
い
う
想
定
で
、

地
域
の
住
民
が
霊
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
に
避
難
し
ま
し
た
。 

 

配
布
さ
れ
た
県
の
資
料
に
よ
る
と
、

霊
山
町
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
数
は

215
箇
所
あ
り
、
伊
達
市
内
の
約
42
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
大
石
地
区
で
は
、
下

大
石
の
東
側
の
山
間
部
、
北
方
部
と
南

方
部
の
ほ
ぼ
全
域
に
危
険
箇
所
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

大
雨
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
自
然
災

害
が
増
え
て
い
る
現
在
、
日
頃
か
ら
非

常
時
に
備
え
て
、
準
備
を
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。 

           

「
惜
し
く
も
優
勝
逃
す
」 

 

６
月
下
旬
、
霊
山
町
運
動
広
場
で
「
福

島
民
報
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」（
ナ
イ

タ
ー
）
が
行
わ
れ
、
大
石
地
区
の
ニ
ュ

ー
ヤ
ン
キ
ー
ス
（
大
橋
保
男
部
長
・
杉

菜
畑
）
が
出
場
し
ま
し
た
。 

 

25
日
の
一
回
戦
は
、
泉
原
ロ
ッ
ト
バ

ス
ー
カ
と
対
戦
し
６
対
４
で
勝
利
し
ま

し
た
。
翌
日
の
二
回
戦
で
は
掛
田
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
に
８
対
４
で
快
勝
し
ま
し
た
。 

 

27
日
の
決
勝
戦
は
、
上
小
国
イ
ー
グ

ル
ス
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、
守
備
の
乱

れ
な
ど
も
あ
り
、
１
対
８
で
敗
れ
、
準

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。 

 

梅
雨
の
時
期
の
大
会
の
た
め
、
雨
で

試
合
が
一
週
間
順
延
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
中
、
大
橋
悠
司
投
手
（
杉
菜
畑
）

は
三
連
投
で
頑
張
り
ま
し
た
。 

 
 

          

 
大

石

便

り 
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第２木曜発行 
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ざっくばらんな話が飛び交いました 

避難先の霊山ふれあいセンターに 

向かう住民 

決勝まで勝ち進んだ 

ニューヤンキース 
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季
節
の
便
り 

「
水
無
月
の
大
祓
」
○社 

水
無
月

み

な

づ

き

の 

夏
越

な
ご
し

の

祓
は
ら
ひ 

す
る
人
は  

 
 

千
年

ち
と
せ

の
命  

延の

ぶ
と
い
ふ
な
り 

（
拾
遺
和
歌
集
） 

  

６
月
30
日
、
霊
山
神
社
で
「
水
無

月
の
大
祓
式
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

境
内
で
は
、
夏
に
流
行
る
疫
病
や
災
難

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
『
茅
の
輪
く
ぐ
り
』
で
、
穢
れ

を
祓
い
ま
し
た
。 

            

足
立
宮
司
の
講
話
よ
り
（
抜
粋
） 

『
旅
の
途
中
で
日
が
暮
れ
、
宿
を
乞
う

た
武
塔
神
（
む
と
う
の
か
み
）
を
、
弟

で
裕
福
な
巨
旦
将
来
（
こ
た
ん
し
ょ
う

ら
い
）
は
門
前
払
い
し
た
が
、
兄
で
貧

し
い
蘇
民
将
来
（
そ
み
ん
し
ょ
う
ら
い
）

は
、
粗
末
な
が
ら
も
出
来
る
限
り
の
も

て
な
し
を
し
た
。 

 

数
年
後
、
武
塔
神
が
蘇
民
将
来
を
訪

れ
た
折
、
茅
で
作
っ
た
『
茅
の
輪
』
を

家
族
全
員
に
授
け
、
腰
の
上
に
つ
け
さ

せ
、「
わ
れ
は
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
で
あ

る
。
疫
病
が
流
行
し
た
ら
、「
蘇
民
将
来

の
子
孫
で
あ
る
」
と
言
え
ば
災
難
は
逃

れ
る
」
と
言
っ
た
。 

 
そ
の
後
、
果
た
し
て
村
に
疫
病
が
は

や
り
、
村
人
は
皆
死
ん
で
し
ま
っ
た
が
、

茅
の
輪
を
つ
け
た
蘇
民
将
来
の
家
族
は

助
か
っ
た
。 

 

そ
れ
以
後
、
村
の
人
々
は
、「
蘇
民
将

来
の
子
孫
也
」
と
唱
え
、
茅
の
輪
を
腰

に
つ
け
、
疫
病
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
』（
備
後
国
風
土
記
） 

 

「
ホ
タ
ル
舞
う
」 

 

６
月
下
旬
か
ら
７
月
に
か
け
て
、

大
石
地
区
で
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
下
大
石
地
区
で
は
祓
川
沿
い
で
確

認
で
き
、
大
石
小
プ
ー
ル
近
く
の
三
ノ

輪
橋
付
近
が
や
や
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
南
方
部
で
は
院
主
～
小
坂
付
近
、

北
方
部
で
は
谷
神
辺
り
の
河
川
で
確

認
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
は
、
ち
ら
ほ
ら
飛
ん
で
い
る
程

度
で
す
が
、
昔
は
、
川
や
田
ん
ぼ
に
ホ

タ
ル
が
乱
舞
し
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

「
ヤ
マ
ユ
リ
」
○南 

 

７
月
後
半
か
ら
８
月
に
か
け
て
、

湧
水
の
里
の
管
理
棟
付
近
に
、
ヤ
マ
ユ

リ
の
群
生
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

ヤ
マ
ユ
リ
は
日
本
特
有
の
山
中
に

生
え
る
ユ
リ
で
、
風
貌
が
豪
華
で
華
麗

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
ユ
リ
の
王
様
』

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
甘
く
濃
厚
な
香
り

が
し
ま
す
。 

 

以
前
は
、
大
石
の
山
間
部
で
よ
く
見

ら
れ
、
食
用
に
も
使
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
最
近
で
は
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
す
。 

           

                              

こ
ぼ
れ
話
：
「
私
が
小
学
生
の
頃
（
○
十
年
前
）
は
、
網
で
た
く
さ
ん
ホ
タ
ル
を
取
り
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き
て
は
い
た
の
で
し
ょ
う
け
ど
、
５
～
６
年
前
く
ら
い
か
ら
ホ
タ
ル
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
（
ミ
） 

大石の 

百花繚乱 

北
又
ふ
れ
あ
い
花
壇 

 
 

（
谷
神
） 

 

南
又
ふ
れ
あ
い
花
壇

（
小
坂
） 

 

下
大
石
ふ
れ
あ
い
花

壇
（
阿
久
津
） 

 

広
畑
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

（
広
畑
） 

 

な
か
よ
し
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
花
壇
（
右
代
） 

 

西
舘
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド

（
西
舘
） 

 

院
主
さ
わ
や
か
ロ
ー
ド

花
壇
（
院
主
） 

 

湧水の里に咲くヤマユリ 

（昨年 7 月 27 日撮影） 

８の字を描くように歩きながら 

茅の輪（ちのわ）をくぐる 
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サ
ロ
ン 

 

４
月
か
ら
、
社
協
の
「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
制
度
を
利
用
し
て
、
２
つ
女
性

の
サ
ロ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

北
方
部
女
性
会
で
は
、
今
ま
で
の
高

齢
者
と
の
交
流
会
を
、
月
一
回
の
サ
ロ

ン
活
動
と
し
て
始
め
ま
し
た
。
６
月
は
、

菅
野
玲
子
さ
ん
（
宮
脇
）
を
講
師
に
招

い
て
レ
ク
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

下
大
石
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
下
大

石
の
女
性
の
交
流
を
図
り
た
い
と
の

声
に
応
え
、
新
た
な
サ
ロ
ン
と
し
て
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
６
月
は
、
ヨ
モ
ギ

で
草
木
染
を
行
な
い
ま
し
た
。 

              

交 

流 

 

６
月
17
日
、
南
方
部
会
婦
人
部
で
、

テ
ー
プ
を
使
っ
た
籠
作
り
が
行
わ
れ
、

約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
橋
幸
子

さ
ん
（
長
畑
）
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

籠
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

           

紹 

介 

◎
霊
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
り 

 

今
年
の
４
月
よ
り
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る

大
脇
尚
子
さ
ん
で
す
。
出
身
は
梁
川
町
、

現
在
は
保
原
町
在
住
で
、
３
人
の
子
育

て
に
奮
闘
中
で
す
。 

 

「
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
勉
強
中
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
」 

         

挿
絵 

鈴
木
智
子
（
中
川
地
域
お
こ
し
支
援
員
） 

 

二
十
四
節
気 

○
小
暑

し
ょ
う
し
ょ

（
７
月
７
日
頃
～
） 

「
大
暑
来
れ
る
前
な
れ
ば
な
り
」 

 

梅
雨
明
け
が
近
付
き
、
暑
さ
が
本
格

的
に
な
る
頃
（
温
風
至
～
蓮
始
開
～
鷹

乃
学
習
） 

○
大
暑

た
い
し
ょ

（
７
月
23
日
頃
～
） 

「
暑
気
至
り
つ
ま
り
た
る
所
以
な
れ

ば
な
り
」 

 
快
晴
が
続
き
、
気
温
が
上
が
り
続
け

る
頃
（
桐
始
結
花
～
土
潤
溽
暑
～
大
雨

時
行
） 

    

                    

ヨモギは淡い若草色に（下大石） 

「初めまして、大脇尚子です。 

 気軽に声をかけてください。」 

こ
ぼ
れ
話
：
北
方
部
女
性
会
サ
ロ
ン
の
レ
ク
ダ
ン
ス
で
、
『
死
ん
だ
は
ず
だ
よ
、
お
と
み
さ
ん
～
♪
』
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
い
る
と
、
「
い
や
だ
ね
え
、
私
は
こ
の
と
お
り
、
元
気
に
生
き
て
ま
す
よ
」
と
ト
ミ
子
さ
ん
が
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
。
（
支
） 

 
 
 

今
月
の
レ
シ
ピ 

み
そ
蒸
し
パ
ン 

材 

料 

天
ぷ
ら
粉
300
ｇ
、
白
砂
糖
300
ｇ
、

重
曹
20
ｇ
、
牛
乳
200

cc
、 

食
酢
100

cc
、
卵
3
個
、
味
噌
50
ｇ 

 

作
り
方 

① 

天
ぷ
ら
粉
・
砂
糖
・
重
曹
を
袋
に

入
れ
て
よ
く
混
ぜ
る
。 

② 

ボ
ー
ル
に
牛
乳
・
酢
・
卵
・
味
噌

を
入
れ
、
よ
く
混
ぜ
る
。 

③ 

②
に
①
を
入
れ
、
溶
け
る
ま
で
よ

く
混
ぜ
合
わ
せ
る
（
泡
が
プ
ツ
プ

ツ
出
る
ま
で
）。 

④ 

蒸
し
器
に
四
角
い
ク
ッ
キ
ン
グ

シ
ー
ト
を
引
い
て
、
③
を
流
し
入

れ
、
蓋
を
し
て
、
強
火
で
20
分
、

弱
火
で
20
分
蒸
す
。 

⑤ 

竹
串
を
通
し
て
、
生
地
が
つ
い
て

こ
な
か
っ
た
ら
出
来
上
が
り
。 

  

※
ご
ま
、
レ
ー
ズ
ン
、
フ
ル
ー
ツ

な
ど
を
入
れ
て
も
よ
い （

ウ
メ
子
） 

レクダンスで楽しく 

元気に（北方部） 

お茶飲みも忘れ、夢中で籠作り 
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お
知
ら
せ 

◎
太
鼓
の
練
習 

 

「
霊
山
太
鼓
ま
つ
り
」
に
向
け
て
、

大
石
地
区
内
の
各
太
鼓
保
存
会
で
は
練

習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
南
組
（
南
方
部
会
館
） 

 

毎
週
水
曜
日
（
午
後
７
時
半
～
） 

■
北
組
（
北
方
部
会
館
） 

 

毎
週
木
曜
日
（
午
後
７
時
半
～
） 

■
下
大
石 

 

７
月
下
旬
（
日
時
等
未
定
） 

 
  

 

募 

集 

◎
「
大
石
便
り
」
記
事
募
集
！ 

 
大
石
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

○
７
月
中
に
行
な
わ
れ
た
行
事
・
活
動 

○
行
事
予
定
（
８
月
中
旬
～
９
月
中
旬
） 

○
紹
介
（
個
人
、
集
落
、
団
体
等
） 

○
投
稿
（
記
事
、
写
真
、
エ
ッ
セ
ー
等
） 

※
集
落
の
小
さ
な
祭
り
や
、
会
合
で
決 

 

ま
っ
た
こ
と
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
、
規 

 

模
の
大
小
を
問
い
ま
せ
ん
。
写
真
が 

 

あ
る
と
伝
わ
り
や
す
い
で
す
。 

      

  

７
月 

14(

土) 

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
（霊
山
中
央
公
民
館
・大
ホ
ー
ル
） 

15(

日) 

支
障
木
・カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
（交
通
安
全
協
会
） 

20(

金) 

第
１
学
期
終
業
式
（大
石
小
） 

 
 
 
 
 
  

日
枝
神
社
例
祭
（祭
礼
、
奉
納
行
事
な
ど
） 

 

８
月 

１(

水) 

楽
生
会
奉
仕
作
業
（霊
山
寺
、
大
善
寺
） 

５(

日) 

霊
山
太
鼓
ま
つ
り
（
霊
山
中
央
公
民
館
・駐
車
場
周
辺
） 

12(

日) 

南
方
部
納
涼
祭
（南
方
部
会
館
前
） 

14(

火) 

北
方
部
納
涼
祭
（北
方
部
運
動
広
場
） 

 
 
 
 
 

※
下
大
石
盆
踊
り
は
開
催
未
定 

   

注
：
日
時
や
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す 

行  

事 

予 

定 

連絡先 

960-0893 伊達市霊山町掛田字段居 45  霊山総合支所 総務担当  地域おこし支援員 樋口健司 

TEL：024-586-3401  FAX：024-586-2144  E-mail：kenji-higuchi@city.date.fukushima.jp 

 
 
 

編
集
後
記 

 

な
ん
と
か
『
大
石
便
り
』
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
回
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
記
事
が
ほ
と
ん
ど
集

ま
ら
ず
、
支
援
員
の
取
材
報
告
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
情
報
収
集
に
限

界
を
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
が
、
今

後
は
地
元
の
方
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い

る
話
や
昔
話
な
ど
を
記
事
に
出
来
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。  

 
 

 

 

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
石
に
来

て
か
ら
の
一
年
間
、
協
力
員
と
し
て

地
元
の
方
と
の
橋
渡
し
を
し
て
い
た

だ
い
た
高
橋
ト
モ
子
さ
ん
、
大
橋
庄

信
さ
ん
、
小
林
節
子
さ
ん
に
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
支

援
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
引
き
続
き
協
力
を
お
願
い

し
て
い
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
（
支
） 

次号(8 月号)は 

8/9(木)発行予定 
 

8 月号の編集会議は、 

★7/27(金) 19:30～ 

 霊山ふれあいセンター 

（情報を持って気軽にお

越しください。出入り自由

の意見交換会です） 

 

★投書箱も設置中 

（ふれあいセンター内） 

日枝神社例祭（7/20） 
 

田植えが終わって梅雨の明け

る頃、稲の成長を祈って行われ

る「作祭り」が起源と思われる。 

午前は祭礼や直会、夜は獅

子舞や巫女舞、舞踊の奉納な

どが行われる。 

奉納される獅子舞（2011 年） 


